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Performance Evaluation of the 40kW Photovoltaic System in NIT, Oyama College

－ Long-term Circumstances and Failure Situation －

Fumihisa KANO
 
 

40kW photovoltaic system in NIT, Oyama College generated a total power of 498MWh from July 1999.
For the reduction of power generation, power conditioners (PCS) and the photovoltaic module was either repair or 
replacement during the 16 years. In the management of photovoltaic power generation has been a failure detected 
easily in PCS, the failure of the photovoltaic it is difficult to detect only by monitoring the amount of power 
generation. By comparing the theoretical power generation amount of power generation of the photovoltaic, 
photovoltaic after 7 years in the failure was increased.
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地球温暖化防止施策から注目を集めた太陽光

をエネルギーとした発電は、 年東北地方太平

洋沖地震以降、再生可能エネルギー利用へのエネ

ルギー政策への転換となり、特に太陽電池を用い

た発電システムは国や地方自治体からの補助金の

給付や平成 年 月に施行した再生可能エネルギ

ーの固定価格買取制度から、図 に示す太陽電池

国内出荷量に示すように急速に普及拡大した。

この太陽電池の寿命は一般的には 年から

年と言われ、現在 年代に導入された太陽電池

が寿命を迎え，今後 年以降は急速に普及した

膨大な量の太陽電池が寿命を迎えることとなる。
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の 太陽電池

 

太陽光発電システム 図 

急速普及に い太陽光発電システムに い

のための や とい た

が められ いるが、大 太陽光発電システ

ムの や発電量推移とい た現 の は な

い。 工 学 は太陽光発電システ

ム普及 の 年に、 発電量 の太陽光

発電システムとし 内 に 、こ

の 年 電 給するとと に、発電 に す

る ー を し た。

こ 本 文 は、 太陽光発電

システムの 年 月からの発電 ー を と

に、システムの発電 の推移と や 換

、さらに太陽電池の に い 発電量

からの を目的とした、太陽光発電量シス

テムの 価 を こな た。

 
40kW  

 

図 に太陽光発電システム 図を示す 。太

陽電池 発電した 電 は、 ー シ

ーを し に され学内

へ 給される。太陽光発電システムはこの かに

太陽電池の電 電 温度の 定 、日 量

や気温 からなる気 、 し これら

の ー を ー に する ー シ

ステムから 成される。 定 ー は ー

により とに 定し たは平 と

し 自 した。 
太陽電池はシ ー 太陽電池  

E 、 大出 、 大出 電

、 大出 電 、 ール

換 ールを 本 とし

用いた。この ールを電気 工学科

に ール

出 と 工学科 に

ール 出 の ールとし、

電 、 電 、

電 、 大出 の太陽電池

とし 成した。太陽電池 の と

方 は、 度、方 度 東を と

し に 度  る。図  に に

した 太陽電池 を示す。 
ー シ ー は 電気工

会社の の ー を

成し、太陽電池 出 に

の 転 を制 する。 の

ー は 電 を１ に

さ 、 の 後の発電電 を し、 に太陽

電池出 電 が 大になるよう 電 を制

する、 大電 制 による電 制  
  ー 制 の 能を 。 

 

 

 

 年 月から 年 月 の太陽光発電

電 に い 、図 に月 に した発電電 量

の推移を、図 に月 電 量を 年

月とした 年推移を示す。
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年 月 年 月 の太陽光発電電 推移 月  

年 月とした 太陽光発電電 の年推移  
 

 年 月から 年 月 に 太

陽光発電システムが発電した 発電電 量は

り、月 の 大発電電 は

年 月に を した。この

の や による発電量の が れるが、

年 の の に い は、 に

い 月 月に ける発電電 量が 、発

電に した が いことが る。 
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太陽光発電システムの と

 

 

 

 

１に、太陽光発電システムの と

を示す。 の発電システムに い 、

による発電 や 止から を 施した。

の や発電 止とい た 発生 に

は、 からの 示や図 に示すように太陽

光発電システムの発電 ー に な が発生

することから、 に が た。 な

は電子 る の による

の 、 換により し いる。

に い 太陽電池 による

ール 換は、 １に示した 年と 年の

施し いる。 の特定方法は ールの

による 発 2)と目 による

る。図 に 換した の ー

ル を示す。 ール する太陽電池の

特定に い は、太陽電池の による発電

量が急 に発電 止することは な 、 に発

電量が する が い。発電 ー から太陽

電池の 特定は、太陽 や気 とい た

日 量 による発電量 の方が大 いため

となる。 、図 に示す年 発電量に い

による発電量 以 、 年以降

に発電量 の 向は るが、太陽電池の

発電 による と するには が る。

年 月 日に太陽電池 ール の

換 に 目し、発電 ー を する。

の が ない日とし 、 換 の 月 日

と 換後 日の発電特 を図 と図 に示す。

換 日の に ける 日

度１ 太陽電池温度 度に い 、発

電電 電 発電電

たのに し、 換後 日 日

度１ 太陽電池温度 度に い 発

電電 電 の発電電

た。太陽電池発電は、日 度と太陽電池温度

により わるため、 のため太陽電池の温度補

－ を し 、 換後の 日に

ける発電電 は 日の 度しか し

いない。本 出 太陽電池が、 日

度１ に太陽電池温度 に い

される 大発電発電量が ることから、

日の発電電 は本 の 度しか られ ら

年

2003/03/05
3年 PCS)

2008/08/15
9年1

PCS)
A/D

1

2008/12/22
9年5 PCS)

2010/04/26
10年9

29
(7 15 )

太陽電池 ールの 換  

発生 の発電 ー  

  

太陽光発電システムの年 発電量推移 

太陽光発電システムの  
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11 による  

ール 換 発電  

   10 ール 換後発電  

日  

   

 

太陽電池への法  

ψ

τ

λ

φ
σ

δ

、太陽電池 換に い 発電電 の には

らなか た。

工学科 に した ール

に い を用い

を 施した。太陽電池の 発 には

ス と れる太陽電池 からの発 と、

太陽電池 ールが発電 に い に

なが た の太陽電池からの電 を す

ス ー 電による発 が発生する 。

定の 図 に示すように、

ールに い 発 を を した。

この は に 換した ールと わ

ールとなり、 年 以 の とし

は と い となる。

 

発電 ー から ール 推移を 価す

るために、気 した日 から太陽電池の

的な発電電 を め、これと の発電量を

し 価を こなうこととした。

発電電 は、 ールに する法 方

向の日 度、太陽光入 、太陽電池の温度特

から 的に 出が可能となる。

太陽光入 を めるには に ける

を 度とし を 度 す

度 を より める。この めた 及

、 の 度 、 日の から

太陽 度 を め、太陽 度から太陽方

を 、 し 太陽入 を める。

 
 

ϕ

、 、 度 、 度 、

、 度 、 、

太陽 度 、 太陽方 、 太陽入 、

、 太陽電池の 平 平に

する 、 太陽電池の 方 を

日 に する 度を図 に示す。

1 太陽光日 ル 
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1 の 年 発電電 推移 

太陽電池の 換 は温度によ 化する

ことから、太陽電池電 換 を める。

太陽電池電 換 ， の 換 ，

太陽電池温度 ， 温度 ， 温度

太陽光入 より に 日 度

を め， 日 度と太陽電池 換

から を用い 太陽電池発電電 が る。

 

日 量 ， 大 度 ，

太陽電池の発電電 ， 太陽電池の 付 ，

を した 発電電 量は， の

日 量 に、 ールの と

し した日 量 に した日 量 を代

入すること る。

図 に の発電電 と のため、 のない

日の とし 温度補 を え

出した 発電電 量と、 日 量

の を とに温度補 を こない を

した発電電 量に い 、 年から 年

の に い 発電電 量と わ 、年

推移とし 示す。 
発電電 量は年 るが、

を した は気 によ 発電電 量が

するため、 年の から

年の 大 と する。 年は

による るため すれ 、 を

した発電量と 発電電 量の は 年 は

平 度と大 な はないが、

年以降 が 大し、 年 、 年  
と大 発電量の が生 た。 
年以降 に発電量 が 行した

の一 に太陽電池 に らかの が

発生し、 ス 発生による が し

いる のと る。 年から 年

の ール 換、 の後

による 価 発 した太陽電

池 ールを し いる。太陽電池 ー

ル は発電量 ーからは が り、

による と 用 に が可

能となる。 
 

 

 
の太陽光発電システム は、 年

の発電電 を た。 は に

たが、太陽電池の に い は発電電

の ー の は た。 を

した 発電電 との することにより、

後 年目からの発電電 を し、太陽

電池 ール による ることを

した。今後、 が な太陽電池 ー

ルの に し 、 な 方法が となる。 
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